
早稲田大学理 工学部にお ける技術職員(視察報告)

工 学部技 術部第二 技術系 市川 貴之

( 1 ) 視 察 の 目的

平成 1 6 年度か らす べ て の 国立大学が独立行政法人 に移行する こ とが既定事実の ごとき議論が進

ん で い ますが ､ 具体的な内容に つ い て は ､ 法案審議が始ま る来年早 々 の通 常国会で しか明 らかに な

りません ｡ 今回私が早稲田大学を訪問 した の は､
こ の ような独法化に組みする為にそ の 対処法を私

学に見 い だそうと した か らで は有りませ ん｡ 独法化と関係なく 大学 の教室系 の 技術職員が職群と し

て確立す るに は
､
そ の位置づ けと組織 をどうすれ ば良い の か ､ その 回答を得る ため の情報集めが目

的で ありま した｡ 国立大学は全 国に多く あ っ て も同 じ法律 の もとで 運営されて き た こ ともあり ､ 技

術職員の 立場は ､ 大学に よ っ て 多少 異な っ て も基本的にはさほ ど違い ませ ん ｡ 当然の こ とに ､ 技術

職員とそ の組織に つ い て の 多様な経験がうまれ て こ なか っ た の は 当然の こ とでも あります ｡ 多様性

がなければ沈没するときはみ ん な 一

緒です｡

｢ 私学は ､ 国立大学 の影響があ っ て もある程度は 自由な発想で 多様な運営がで き るはずで ある ､ 私

学の 技術職員は どの よ うな位置を占め ､
又技術組織は どうな っ て い る の で あろうか ? ｣ こ れが今

回私が早稲田大学理 工学部 の総合技術系 (技術部) を訪問 しょ うと した純粋な動機で した｡

名古屋 大学時代に ｢ 教務員問題｣ を ｢ 技官問題｣ と して 経験 し､ 私なり に教室系技術職員の 職群

と して の確立 に とりく んで 3 0 年以上 に なろうと して い ます が ､ 依然と して まだ先は 見 えて こ ない

の が現実で あり ます｡ こ の 間題 は ､ 単に給与に 象徴される待遇等だ けの 問題 で は なく ､ 精神労働と

肉体労働との 身分的差別 を解決す る問題や労働の 疎外 の克服等と深く 関わ っ て い ます｡ 平易に言 え

ば
､ 技術労働に生き甲斐を見 つ け､

い わゆる集団 と して の 技術職員の ｢働きが い｣ を い か に構築 し

て いく の か を抜きに して は議論でき ませ ん. 技術を習得す る こ とは
一

義的に大事で は あります が
､

位置付け等体制上 の 障害を改革す る こ と無 しで ､ 単に技術を習得する こ とだけを主目的に した 運動

で は ､ 恐怖的自己規制か らく る業績主義
一

辺倒に なります｡ 少数で残 っ ても そ の 先は ､ 先細りで結

果と して全員玉砕有るの み で ない で し ょ うか ｡

今回の 訪問で ､ 私学 の自立 して い る技術職員集団 を見て ､
少 し目か ら鱗が落ちた 気が しま したが

まだ し っ くりは して い ませ ん｡ 矛盾 がある か ら進歩があ ると弁証法は教えるが ､ 真剣に なれ ばなる

ほ ど大学の技術職員問題の解決は深刻で あります｡ 到底 1 5 分程度で話 せ る内容で はあり ませ ん が ､

とりあえず同 じ職群と して括れる人た ちが大規模な私学で どの ように活 躍 して い る か ､
訪問 して 感

じた こ とを報告致 します｡

( 2 ) 早稲 田大学 押 工学部 の 措 術職 員 の 特 徴

①学部､ 大学院合わせ て約 1 0 , 0 0 0 人 の 学生 に対 して約 1 0 0 名 の 技術職員を配 置

②実際に物に触れ た り ､ 現象を実際に体験させ る ｢ 実験教育｣ を重視 ､
そ の 為の 実験装置や標本

類に ､
こ の 1 0 年間だけで も ､ 国か らの 補助金 を含め約 1 4 0 億円 の費用 が投入 されて い ます｡

③教育支援と研究支援の 比率は約 8 対 2 で圧倒的 に教育支援 に比 重 を置 い て い ます ｡

④技術組織は部課長制 をと っ て お り ､ 運営は完全に 独立 して い ます 0

⑤安全管理 面は 技術総務課 の 管轄業務で す｡

⑥技術職員 の採用 も技術総務課 が行 っ て お り ､ 応募資格は理 工 系学部卒業また は 大学院修士課程

修了者とな っ て い ます｡

⑦技術職員の位置づ けの 国立大学と の 基本的な違い は ､ 技術職員を大学 の 基盤整備の
一

翼

に位置づ けて い る こ とで あります｡ つ まり ｢ い た ら便利だ｣ で なく ｢ い な い と大学の 教育研究
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がス トッ プする｣ 位置に技術職員を置 い て い る の で あります｡

( 3 ) 技術 の 坪 工 を 支 える技術 職 日生【司

早稲田大学理 工 学部は ､ 古く か ら実際に物や現象に触れる こ と の で きる ｢ 実験教育｣ の 重要性 を

主張 し､ 数十年前か らそ の た めの 体制を整 えてき ま した ｡ 1 学年1 , 8 0 0 名 とい う規模の 大きな理 工

学部は ､
こ う した多人数で あるにも か かわ らず ､ 充実 した最先端 の 実験教育を行 っ て い ます｡ 知識

を 一 方的に教授する従来型 の 講義だ けで はなく ､
実験

･ 実習をは じめとする体験型 の 授業によ っ て

学生が ｢ 実際に創り上 げる過程｣ を経験する事で 動機づ け し､ 自ら進 んで物事に 取り組む力 を育み ｡

そ して ､
さらに ｢達成す べ き 目的｣ と ｢制約 条件｣ を与 え､ 学生

一

人
一

人 が情報と知恵を総動員 し､

自ら考え､
自ら創りあげる力 を鍛える教育方法を実践 して い る の で す0

忘れ て はな らな い の は ､ 多人数 の 実験教育 を効果的か つ 効率的に実施する こ とがで きた の は ､ 約

1 0 0 名 の 専門家集団で ある ｢技術職員｣ の 存在で あります｡ こ の 技術職員が教員とは違 っ た側 面か

ら教育研究を支えて き たか ら､ 早稲田の 理 工学部が最も｢ 役に立 つ 人材を世に送り出 して い る｣ と評

価されろ要因の
一

つ で あるとも言 えます｡ こ う した背景には ､ 揮術職 員が - 学科や研究真 に個々 に

所属 す る の で は なく 一 学部 の機構 と して 組織イヒさ れて きた こ と にそ の秘訣 があります ｡

さて ､
こ の 技術職員集団も理工 系教育研究の 新 しい 潮流 の中で もまれ ､ 教育現場はも ちろんの こ

と
､ 最先端 の 研究の 場を支える存在と して ､

また今 日社会の な かで 特に大学に 必 要な最先端の 情報

設環境を支える存在と して ､ さらに は安全 の確保や教育
･ 研究環境 の 整備の た めに必 要な存在と し

て ､
これ まで の 実績とノ ウ ハ ウの 蓄積を生 か した新展 開が望まれて い ます｡ 例 えば最先端 の技術力

を集約 した総合的な技術セ ン タ
ー

や強力 にプ ロ ジ ェ ク トをサポ
ー トする研究所の 新設な ど､ 組織 ･

機構 の変革も含 め､ 早稲田大学の様々 な
.

ジャ ン ル で最先端技術を支える体制づ くり の 方向に向 か っ

て 変革も進 めて い ます｡

( 4 ) 技術支援 組織 に は次 の 6 つ の課 が あり ます

①技術総務課 ( キ ャ ン パ ス の 管理)

②第
一

教育支援課 (機械系)

③第二教育支援課 ( 電気系)

④第三教育支援課 ( 物理
･ 化学系)

⑤研究支援課 ( 研究共同施設等)

⑥情報支援課 (理 工メ ディ ア セ ンタ
ー

)

①技術総務 課 ( キ ャ ン パ ス 管 揮)

教育実験や研究を行う上で 必要な安全教育や安全管理 の指導を技術総務課 が中心 とな っ て行 っ て

い ます｡ また ､
良好な教育研 究環境 を維持 し､ 快適なキ ャ ン パ ス ライ フ がおくれ るよう大久保キ ャ

ン パ ス の 保全整備 ､ 防犯 ､ 安全衛生 な どの 多岐に わたる業務も担当 して い ます｡

②第
一 教育支援 課 (機械 ･ 土木 ･ 建築 系 実験)

以下 の 4 つ の 部門か ら構成され て い ます｡

○ス トラク チ ャ
ー エ ン ジ ニ ア リ ン グ部門

各種構 造材料 の 強度
･ 物性試験に関する教育 ･ 研 究実験及 び材料工学科 の教育 ･ 研 究実験を実

施 して い ます｡

○サ
ー

マ ル ･ フ ル ー イ ド エ ン ジ ニ ア リ ン グ部門

熱及び流体工学､ 水理 ･ 水質に関す る教育
･ 研 究実験を実施 して い ます ｡

○ コ ン ト ロ
ー

ル エ ン ジ ニ ア リ ン グ部門
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計測制御 ( プ ロ セ ス 制御関係) に関する教育 ･ 研 究実験を実施 して い ます ｡

○プ ロ ダク シ ョ ン エ ン ジ ニ ア リ ン グ部門

工 作機械 等を使FT] した教育実験 ･ 実習と試 作な ど機械 工 作に 関す る研究支援と ､ i-･ 書き ･ C AL)

製図 ･

･批障等 の た め に施設 の 開放 o そ して ､ 経常 シ ス テ ム 工 学 科の 教育実験 ･ 演習 と研究実験等

を実施 L て い ます
､
､

水流が 見えるように 透明に した バ ル ブ

3 次元加 工機

製図室

手製の バ
ー

ナ

3 次元加 工機 ( 加 工 品)

製図宅 ( 実習風景)

3 次元加上機な どは ､ 高価な機械で ある o こ の ような機械 を購入す る際 は ､ 半額く ら い 国か らの

補助 が で るとの 説明が あ りま した ｡ それ 故 ､ 高額 の機械や装置を購入 す る に は ､ 自己 資金 が 半額 い

るの で ､ 早稲田 の ように ､
財政的 に豊か な大規模私大 しか購入 でき な い ようで す .
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③

以下の 3 つ の 部門 か ら構成 されて い ます;

○ エ ネ ル ギ ー ･ シ ス テ ム 部門

電気 エ ネ ル ギ
ー

の発 生 ､ 輸送 ､ 変換及 び利用 ( 発電 ､

送電 ､ 変電及び 電気応 力) に 関す る技術を習得す る こ

と を目的と した 実験を実施 して い ます ｡

○ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 部門

電子素子 ･ 基礎電子回路及 び フ ォ ト ニ ク ス に 関する技

術を習得す るこ とを目的と した 実験 を実施 して い ますo

O コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン & コ ン ピ ュ ー

タ部門

端末 ､ 交換､ 伝送な らび に情報通 信分野 に関す る技術

を習得する こ とを目的 と した 実験 を実施 して い ます ｡ 電気 ･ 電子回路実験室

以下の 4 部門 か ら構成され て い ます o

O フ ィ ジカ ル サイ エ ン ス ･ テ ク ノ ロ ジ ー 部門

全学科の 1 年生 を対象に 主に物 理 系の 実験 をお こ な い ､ 2 年生 で は工 学系 の 基礎 実験 を実施 して

い ます D

O ケミカ ル サイ エ ン ス ･ テ ク ノ ロ ジ ー

部門

化学系の 6 実験 室で構成 され
､
1 - 4 年生が無機 ･ 有機物 の 合成

､ 分析を行 う実験や ､ 物理化学 ､

化学 工 学に 関す る 実験 を実施 して い ます｡ また ､ 分析機器 を中心 に研 究分野 に も利用 でき る施設 ･

機器 も有して い ます o

O ジオ ･ テ ク ノ ロ ジ ー 部 門

測量実習室 ､
土質実験 室 ､ 資源 工 学科 実験 室 の 3 実験室よ り構成 され ､

1 - 3 年生の 教育実験 ･

実習､ 卒論実験 ･ 大学院研究実験が 行われ て い ます ｡

○ ヒ ュ ー

マ ン ･ エ ン バ イ ロ メ ン ト部門

人間と環境に 関す る実験分野 を担当する学部唯-- - の 部門と して ､ 都市系実験室 ､ 人間系実験室 ､

温熱環境室の 3 つ の 実験室 によ っ て構成され て い ます ｡

物理実験室

⑤研 御 利 用 航設 等)

学内の 共同利用施 設で ある以下 の 3 つ の ラボで 構成 され て い ます D これ らの ラ ボで は ､ 大形研究

設 備を集中管理 し ､ 依頼 分析
･ 加 工 ･ 装 置講 習会 や技 術相談な どの 研究教育支援を行 っ て い ます ｡

○物性計測セ ン タ ー

ラボ

高分解能核磁気共鳴装置､ 高分解能質量分析装置 ､
x 繰回折装置 ,

透過型電子顕微鏡 ､ 走査型電
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子顕微鏡などの 分析装置が設 置され て おり ､ 分子構造解析､ 結晶構造解析 ､ 表面形態構造解析及び

元素 ･ 熱分析な どの 分析､
評価を行 っ て い ます｡

○ マ イ ク ロ テ ク ノ ロ ジ ー ラボ

ク リ ー

ン ル
ー ム ( ク ラ ス 1 0 0 0 ) が あり ､ 半導体製造装置､ 高密度磁気薄膜作製装置が設置さ

れ ており
､ 半導体の製造と評価､

電解 ･ 無電解め っ き の 製作を行 っ て い ます ｡

○映像情報ラボ

｢ デジタル ･ ア トリ エ ｣ ､ ｢ マ ル チメ ディ ア ･ ス タ ジオ｣ で は ､

コ ン ピ ュ ー タに よるデジタル 画像

の製作や編集 ､

｢A V ライブ ラリ｣ に は ､
ビデオ テ ー プ

､
c D

､
L D が 1 , 8 0 0 本所蔵され ､

公開され

て い ます｡

⑥情報支援課‡( 揮 工 メ デ ィ ア セ ン タ
ー )

大久保キャ ン パ ス 内 の 共通末端室 の 管理 ･ 運営をお こ な っ て い る理 工学部独自 の教育 ･ 研究支援

組織です｡ こ こ で は､ 約 7 0 0 台の パ
ー

ソナ ル コ ン ピ ュ ー タお よ び フ ァ イ ル サ
ー バ ー

､ 約 3 0 台の

u N I X ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン と約 6 0 台の X 端末機および各種サ
ー バ を管理

･ 運用 し､ 計算機を利用 し

た授業や端末室利用者を支援 して い ます｡

情報支援課 (理 工 メデ ィ ア セ ン タ
ー

) に設置されて い る - ル プデ ス ク で は ､

コ ン ピ ュ ー タに 関す

る相談を受ける こ とがで きます｡ また ､ ソ フ ト貸 し出 しや各種申請の 受付を して い ます｡

( 5 ) 経験尊 か な括 導 ス タ ッ フ

本学部の 大き な特徴と して ､ 充実 した施設
･

装置で効果的な実験 の 指導や安全確保の ために ､
1 0 0

名近 い 専門技術 ス タ ッ フ集団を擁 して い ます ｡ また ､
大学院生 が教務補助と して 加わり担当教員と

1 0 0 名 の 助手と ともに指導にあた っ て い ます｡ こ の ような強力 な教育
･ 研究支援形態は他大学には

類を見ませ ん｡

○実験実習‡の碍導体制

実験 ･ 実習に は各学科の 担当教員をは じめ助手 ､ 技術職員お よ び教務補助と して大学院生 が指導

に あた っ て おり ､ 科学技術の進展 に 対応 した 項目を学生 が興味がもて る内容に組み立て て い ます｡

特に安全面で は 多数の 有資格者がそ の 専門性 を活 か し ､ 実験内容を吟味 し､ か つ 実験現場で直接指

導して い ます ｡

※ ( 技術職員人数)

教育実験 ･ 実習6 8 名 ､
研究支援 1 2 名 ､ 情報支援名 1 1 ､ 安全管理

･ 環境保全 7 名

○揮術職 員が有 す る督格
･ 免 許

技術職員の ほ ぼ全員が安全管理 ･ 作業や技術 ･ 技能に関する資格や免許等を取得 して おり ､ そ の

種類は約1 0 0 種にお よび取得者の延 べ 人数は 3 4 0 人 とな っ て い ます｡

技術職員が有する 主な資格 ･ 免許等
一

覧

● エ ッ ク ス 線作業主任者●ガ ス 溶接作業主任者●衛生管理者(第1 種) ●衛生 工学衛生管理者●危

険物取扱者( 甲 ､
乙 種) ●建築物環境衛生管理技術者●高圧 ガ ス 作業主任者●高圧 ガ ス 製造保安責任

者●酸素欠乏危険作業主任者( 第2 種) ●放射線取扱主任者(第 1 , 2 種) ●防火管理者( 甲種) ●有機溶

剤作業主任者● エ ネル ギ ー 管理員●
一

般計量士 ●
一

般毒劇 物取扱者●環境カ ウ ン セ ラ
ー ( 事業者部

門/ 市民部門) ●環境 マ ネジメ ン トシ ス テ ム 審査員(捕) ●環境計量 士( 濃度､ 騒音) ●公害防止 管理

者( 第1 , 4 種 (水質) / 第 4 種く大気)) ●作業環境測定士(第 1 種) (粉 じん/ 有機溶剤ノ 放射性 物質)

●産業廃棄物処理施設技術管理者●臭気判定士 ●東京都公害防止 管理者(1 , 2 , 3 級) ●特定化学物質

等作業主任者●特別 管理 産業廃棄物管理 責任者●技能士(1 , 2 級) (普通旋盤/ フ ライ ス 盤/ 木型他)
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●コ ン クリ ー ト技士 ●プ レス 機械作業主任者●ボイラ
ー

技士(1 , 2 級) ●玉掛技能者●溶接技術者(1

級) ●ア マ チ ュ ア 無線技士( 第1 級) ●デ
ー タ ベ ー

ス 検索技術者( 第2 種) ●工 事担任者( アナ ロ グ ･ デ

ジタ ル総合種) ●高圧電気工 事技術者●情報処理技術者( 第1 , 2 種) ●電気工 事士( 第1 種) ●電気主任

技術者( 第2 種) ●陸上特殊無線技士( 第1 級) ●陸上無線技術士(第 1 級) ●測量 士補●教員免許高校

(1 , 2 級) く理科/ 工業/ 数学) ･ 中学(1 級) (理科) ●知的所有権管理 士

○揮術力向上 の た め の 活動

技術職員の 7 割が日 常の 教育実験指導や研 究活 動の 技術支援等に関連す る学会や研 究会に加入 し

て おり ､ 各分野 の最新の 動向や研究成果な どの 情報を収集 して 日常の 教育実験指導や新 しい 実験項

目 の 立案､ 研究活動 の技術支援等に役立た せて い ます｡ また ､ 成果報告も活発に行 っ て い ます ｡

○措術職 員が 加 入 してし十る各種学会等
一 覧

◆応用物理学会◆高分子学会(N M R 研究会) ◆自動車技術会◆室 内環境研究会◆精密工 学会◆日本

設計工 学会◆日本塑性加 工学会◆素材学会◆大学等廃棄物処理施設協議会◆地盤工 学会◆電気学会

◆電子情報通信学会◆土木学会◆日本ア イ ソ ト
ー プ協会◆日本ガ ス タ

ー

ビ ン 学会◆ 日本 コ ン ク リ
ー

ト工学協会◆日本 エ ニ ッ ク ス ユ ー ザ会◆ 日本リ モ ー トセ ン シ ン グ学会◆日本液体微粒化学会◆ 日本

化学会◆ 日本環境化学会◆日本機械学会◆ 日本金属学会◆日本結晶学会◆ 日本工 学教育協会◆ 日本

国際地図学会◆ 日本質量分析学会◆ 日本水環境学会◆日本測量協会､
◆ 日本電子顕微鏡学会◆ 日本

内分泌撹乱化学物質学会◆日本粘土学会◆ 日本表面科学会◆日本物理学会◆ 日本分析化学会◆日本

保健物理学会◆廃棄物学会◆ エ コ ケミ ス トリ
ー

研究会◆ガス ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

研究懇談会◆プラ

ズ マ 分光分析研究会

( 6 ) ｢ 早稲 田 大学 押 工 技 術セ ン タ
ー ( 仮 称) l お よ び ｢ 早 稲 田 大学 措術 研 密 所 l の 設 立

理 工学部は､ 現在の理 工 学部総合技術系職員組織を､

｢ 早稲田大学にお ける教育研 究 - の 技術的

サポ
ー

トを担当する 『早稲田 大学理 工 技術セ ン タ ー (仮称)』｣ と ､
｢ 本学部が保 有す る技術力 ､ 豊富

な設備 ･ 機器を活用 して 外部資金を導入する『早稲田大学技術研 究所』｣ の 2 つ の組織に した い と考

えて い ます｡

今後も激変する高等教育機関 の 経営環境に適応 して いく ため に は ､ 職員組織全体の 業務効率化を進

め
､
理工資源の 集中的 ･ 効率的運用 を通 して従前の機能を飛躍的に高める

一 方
､ 新た に 大学の教育

研究基盤を資金面 か ら支える機能をも っ た 組織設 立が望まれ たか らで す｡ そ の ために ､ 現在の 総合

技術系部門をい わ ば
"

分社化
"

し
､
早稲田大学を支える両翼を担う機関と して新 しい 時代に 歩を進

めて い ます ｡

早稲田大学技術研究所は以下 の ような業務と課題 を こ な して 内部的に は教職員 ､ 学生 と外部的に は

企業､
自治体､ 学外教育機関等と連携 して 行 こ うと して い ます

○プ ロ ジ ェ ク ト研究関係業務

○委託研究 ･ 委託調査 ･ 委託分析 ･ 委託 実験

○実験 ･ 調査 ･ 分析 ･ 機器操作技術指導

○実験 ･ 研究施設 ､ 機器 等の リ ー

ス

○特許取得 ･ 活用

○ ベ ン チャ
ー

ビジネ ス ･ 中小企業 - の 技術支援

○教職員 ･ 学生 の 各種技術資格取得支援

○情報 シ ス テ ム の 構築 ･ 運用 ､
ソ フ トの 提供 ､ 情報化 コ ン サル テ ィ ン グサ ー ビ ス

､ 運用 サ ー ビ ス
､

受託開発サ
ー ビ ス

○技術職員集団か らの 研 究者の 育成
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( 7 ) 早稲EE] 大学押 工学部 の枝 術組織を見学 して 感 じた H

以上 ､ 早稲田大学理工 学部の 総合技術系 の ホ
ー ム ペ ー ジを参考に して技術組織の 説 明を しま した ｡

私 は早稲田大学理 工学部に 所属 して い ませ ん の で ､
す べ て に つ い て 正確に報告で きま せん が ､ 国立

大学の どの技術組織も早稲田大学理工 学部の ように 日常的に機能 して い る技術組織は無い と感 じま

した ｡ 早稲田大学理 工学部総合技術系 の ホ
ー ム ペ ー ジで も述 べ て い ますが ､ 国 立大学の 技術職員組

織と の
一

番大き な違い は ､ 技術職員が学科や研 究室に属す る の で は なく ､ 学部の機構と して組織化

され て い る こ とだと思 い ます｡ 機能面 ､ 予算面 ､ 人事面で も完全 に独立 して い る の はす べ て そ こ か

らきて い る の で しょ う｡

大型プ ロ ジ ェ ク トに技術職員組織と して直接関わ っ て い る核融合研等､ 技術職員組織と して 日常

的に機能 して い る所もあります が ､
い わ ゆる ｢ 教室系技術職員｣ が存在 して い る大学に 於い て技術

職員組織が完全に独 立 した形 で 日常的に機能 して い る の は ､ 国公私 立を問 わず ､ 早稲田大学理工 学

部だ けで あ ろうと思 い ま した｡

今､ 全国 の 国立大学の 技術職員組織にお い て ､ 組織を実質的に機能させ ようとす る試みが行われ

て い ます . 当三 重大学工学部で も昨年 か ら技術職員組織 の ｢ 実働化｣ が議論されて きま した o 国立

と 私立との 違い は あ っ て も
､
大学の教育研 究上で 果たす技術職員とそ の 組織の 役割は普遍的で 共通

するも の がある と思 い ます ｡ これ らの 議論や取り組み をより充実 した も の に す るた め､ 今後とも早

稲田 大学をは じめ と した私学の 技術職貝と の 交流を
一

層深 め る必 要性 を感 じま した o

(謝辞) 最後に ､ 早稲 田大学理 工 学部総合技術系見学の便宜 を図 っ て 頂き ､ 快く理 工学部総合技術

系 の 案内を して頂 い た ､ 磨藤泰秀技術総務課課長に こ の 場をか りて お 礼申 し上 げます ｡

(参考文献) 早稲 田大学理 工 学部総合技術系ホ
ー ム ペ ー ジ
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